
  

前
事
務
局
長
の
矢
野
光
孝
さ
ん

（
写
真
右
）
が
２
０
２
３
年
秋
の

叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
社
会
福
祉

功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２５

歳
の
時
に
労
災
で
車
い
す

生
活
に
な
り
ま
し
た
が
「
車
い
す

で
も
何
か
世
の
中
に
貢
献
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
、
仲
間
と
共

に
考
え
た
の
が
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
だ
っ
た
そ
う
で
す
（
ひ

か
り
工
房
）
。
矢
野
さ
ん
が
立
ち
上

げ
た
社
会
福
祉
法
人
光
紀
会
は

今
、
３
施
設
を
運
営
。
自
身
は
車

い
す
バ
ス
ケ
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
で
も
活
躍
。
脱
帽
で

す
。
祝
賀
会
に
は
妻
の
八
代
子
さ

ん
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

開
催
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

国
交
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
の

下
村
慎
一
郎
副
所
長
を
は
じ
め

多
く
の
ご
来
賓
、
防
災
関
係
の
皆

様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
新
体

制
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。 

新
体
制
は
▽
会
長
＝
奴
田
原

君
枝
▽
副
会
長
＝
岡
田
光
直
、
上
田

耕
市
▽
役
員
＝
廣
瀨
武
男
、
増
田
計
、

上
杉
泰
洋
、
木
村
民
子
、
小
野
富
生
、

岩
田
浩
之
（
事
務
局
）
▽
監
事
＝
後

藤
泰
、
仕
田
嘉
代
子 

で
す
。 

 

川
と
共
に
暮
ら
す
水
郷
の
べ
お

か
の
水
防
の
歴
史
を
象
徴
す
る
貴

重
な
土
木
遺
産
で
あ
り
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
も
な
り
う
る
こ
の
畳
堤
を
、

西
本
師
子
初
代
会
長
、
故
・
木
原
万

里
子
前
会
長
と
同
じ
く
、
広
く
発
信

し
、
次
代
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。 

交
流
会
の
最
後
は
、
恒
例
の
「
じ

ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」（
写
真
上
）。
岩
田

新
事
務
局
長
の
発
声
に
続
く

「
万
歳
」
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

 

畳
堤
に
配
慮
し
た
護
岸
補
修
工
事

の
最
終
区
間
が
完
成
す
る
直
前
に
、

施
工
業
者
の
湯
川
建
設
さ
ん
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併

せ
て
畳
４
枚
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
裏
面
に
詳

細
と
写
真
）。 

  

延
岡
市
消
防
団
の
普
及
啓

発
行
事
「
消
防
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
延
岡
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ク
ト
で
、
上
田
副
会
長
が
消
防
団

へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た

（
２
０
２
３
年
１２
月
１６
日
、
延
岡
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
）。
九
電
協
力
会
社
の
延
岡
・

西
臼
杵
地
区
懇
談
会
で
、
岡
田
副
会
長
が
畳
堤
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
（
２
０
２
４
年
１
月
２３
日
、
エ
ン

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
延
岡
）。
当
会
企
画
・
国
交
省
発

行
の
畳
堤
マ
ッ
プ
「
謎
の
畳
堤
」
の
改
訂
作
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。 

    

Ｊ
Ｒ
九
州
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
延
岡
駅
発
着
、

約
５
㌔
コ
ー
ス
）
の
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

畳
堤
（
北
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
午
前
８
時
半

か
ら
１１
時
半
ま
で
役
員
２
、３
人
で
現
地
に
待
機

し
、
来
場
者
に
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。
延
岡
市
内
だ

け
で
な
く
、
大
分
、
福
岡
、
北
九
州
、
佐
賀
な
ど

か
ら
３０
人
ほ
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。 
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五ヶ瀬川の畳堤を守る会 2023年度の活動 

 

 

総
会
・
交
流
会 

２
０
２
３
年
１０
月
２７
日
夜
、 

北
小
路 

源
太
ホ
ー
ル 

 

 

 

 延岡市危機管理課が企画し、防

災関係の行政、業者、民間合わせ

て 21 団体・機関が出展。当会は

そのうちの一つとしてブースを設

け、「畳堤の模型に畳を差し込んで

みようコーナー」（写真左）、紙芝

居（２枚目）、活動紹介パネル展示、

ＤＶＤ上映などを行いました。大

型店の駐車場という会場の効果

か、たいへん盛況でした。 

出展者が問題を出し合う全９問

の「防災クイズ」（景品あり）に、

当会も「畳堤はどうやって洪水を

防いだでしょう？」を出題しまし

た。そのため答えを知ろうと多く

の人がブースを訪れ、熱心に説明

を聞いてくれました。 

ちなみに、クイズの答えは、会

員の皆様ならお分かりですね？ 

「堤防の隙間に畳をはめ込んだ」 

です。 

 

 

延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
参
加 

２
０
２
４
年
２
月
１８
日
、
イ
オ
ン
延
岡
店
駐
車
場 

矢
野
光
孝
さ
ん
祝
賀
会 

２
０
２
３
年
１２
月
６
日
、 

桜
園
町
デ
リ
カ
フ
ェ
・
ラ
イ
フ 

 

 右岸の畳堤は、護岸補修工事の際に雑草の生 

えにくい工夫がされたのですが、左岸は昔のま 

まなので、引き続き除草が必要です。そこで毎年、 

延岡市ボランティア協会主催｢県下一斉ボランテ 

ィア」の活動場所の一つに取り上げてもらい、 

一般ボランティアの力を借りて作業しています。この日は

会員５人のほか、大学生 10 人ほどが来てくれました。若者に

畳堤を知ってもらう機会にもなっています。今年は８月 25日

（日）午前７時、東本小路のまちづくりセンター集合です。 

 

「
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加 

２
０
２
３
年
８
月
２７
日 

 

畳
堤
ガ
イ
ド 

 
       

２
０
２
４
年
３
月
２３
日
、
北
町 

Ｊ
Ｒ
九
州
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

 

来場者に説明する岡田副会長 

 

畳
堤
工
事
完
成 

見
学
会 

 
 

２
０
２
４
年
３
月
２３
日
、
北
町 

 

 

そ
の
他
の
活
動 

次回のフェスタ

は、来年２月に同

じ会場で開かれ

る予定。当会も出

展する予定です。

ご協力、ご来場を

お願いします。 

 



  

 

延
岡
市
街
地
を
流
れ
る
五
ヶ
瀬
川
の
右
岸
で

行
わ
れ
て
い
た
、
畳
堤
に
配
慮
し
た
護
岸
補
修

工
事
が
、
２
０
２
３
年
度
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

国
交
省
が
２
０
１
４
年
か
ら
４
期
に
分
け
て
行

っ
た
も
の
で
、
最
終
区
間
は
北
町
の
「
本
家
さ

さ
き
」
か
ら
板
田
橋
ま
で
の
１
２
５
㍍
。
完
成

直
前
の
３
月
２３
日
に
は
、
当
会
の
会
員
を
対
象

に
見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

工
事
は
、
老
朽
化
し
た
堤
防
の
補
強
が
最
大

の
目
的
。
併
せ
て
水
防
活
動
用
車
両
が
通
れ
る

よ
う
に
、
狭
か
っ
た
天
端
が
３
㍍
に
拡
幅
さ
れ

ま
し
た
。
畳
堤
は
い
っ
た
ん
取
り
外
さ
れ
、
川

側
の
端
に
再
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
板
田
橋
の
た
も
と
（
２７
㍍
）

は
立
入
禁
止
（
※
注
）
と
な
り
、
通
り

抜
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
「
つ
な
が
っ

た
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
河
川
敷
に

下
り
た
り
上
が
っ
た
り
し
な
が
ら
、
畳
堤
沿
い

の
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
＝
中
央

の
図
は
、
各
区
間
の
完
成
年
と
畳
堤
の
数
＝ 

   

城
山
の
〝
千
人
殺
し
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
石
垣
風
の
護
岸
（
高
さ
６
㍍
）

に
は
、
２
、
３
期
工
事
と
同
じ
く
ハ
ー
ト
形
の
石

が
、
最
終
区
間
は
１１
個
埋
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

全
部
で
１８
個
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
上
、
右
側

が
上
流
）
。 

 

見
学
会
で
は
、
施
工
し
た
湯
川
建
設
（
延
岡

市
）
の
椎
葉
伸
二
本
部
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
石
材
は
、日
向
市
平
岩
産
の
柱
状
節
理
。

石
積
み
は
、
県
北
で
も
数
少
な
い
石
工
職
人
の

津
江
礼
二
さ
ん
（
延
岡
市
）
に
依
頼
し
、
既
設

護
岸
の
前
面
に
金
網
を
張
っ
て
、
石
を
ア
ン
カ

ー
で
固
定
し
た
そ
う
で
す
（
ア
ン
カ
ー
ビ
オ
ス

ト
ー
ン
工
法
）。 

 

左
岸
も
堤
防
が
傷
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
安
全
の
た
め
に
も
、
右
岸
同

様
の
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

※
こ
の
２７
㍍
間
は
、
補
修
で
な
く
、
抜
本
的
な
河

川
改
修
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。 

                  

 

五
ケ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
事
務
局 

〒
八
八
二
❘
〇
〇
三
四 

延
岡
市
昭
和
町
三
丁
目
一
七
一
七
の
六 

岩
田
畳
店
内
（
岩
田 

浩
之 

℡
〇
九
〇
・
三
六
〇
八
・
七
六
一
九
） 

 

 

 

五ヶ瀬川 畳堤に配慮した護岸補修工事 

ハ
ー
ト
形
の
石
１１
個
新
設 

天端のコンクリート舗装の表面の洗い出し方
法について説明する椎葉本部長（右） 

右
岸
の

最
終
区
間
が
完
成 

 

完
成
し
た
最
終
区
間
。
板
田
橋
側
か
ら
撮
影
。
奥
が
亀
井
橋
（
湯
川
建
設
提
供
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

当会は 2024年 3月 23日、 

湯川建設（湯川鶴三社長）より新しい畳 4 枚の寄贈を受けました。畳は特注品です。なぜなら延岡

では昔、内藤のお殿様の影響で、今より小さな五八間（江戸間）の畳が使われていたため、畳堤もそ

のサイズで造られているからです。現代の大きな畳は入りません。贈呈式は最終区間見学会の後にあ

り、湯川守人副社長のあいさつの後、同社と当会から４人ずつ８人で、畳堤にはめ入れました。 

新設された 11 個 

 

 

  コンクリートの割れ目から生える雑木は、堤防を傷める原因になります。エンシティホテル延岡下流のこの場所

では、作業前は盛大に生えていました（写真右）。左は作業後の様子 

畳４枚を
寄贈 

左岸畳堤の 
雑木伐採 

施工の湯川建設が地域貢献 
湯川建設は 

2024年 3月 

7日、左岸の 

板田橋上流部から五ヶ瀬橋

下流部まで、畳堤周辺の雑

草木を伐採・撤去しました。

天端が狭いため作業が難し

い場所ですが、プロの技で

すっきりとなりました。 


